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◇宣言・展覧会などがあって発生したものでないので、運動体の括りは明確ではない。

１　抽象表現主義からの逸脱

○フランク・ステラ
1958年「ブラックシリーズ」を発表・・・ミニマルアートの駆け出し

・抽象表現主義が獲得したオール・オーヴァーな効果をそれとは異なる方法であみ出す

→キャンヴァスをオールオーヴァーに埋める方法としてストライプを発見。

２　ミニマリスト

○ドナルド・ジャット

“もしあなたが部分を関係付けようとするならば、まずあなたは例えば画面の矩形といったあいまいな全体を想定しなければならない。ところがここにあるのは明確な全体（definite whole）であって、部分はあってもほんのわずかしか存在しないので、部分を関係付けるという発想は破綻してしまうのである。”

※「明確な（specific）：作品がその形状のみを呈してそれ以外のなにものも示さない状態。」物体を強調

· イリュージョニズム（再現性）の拒絶

ex,モンドリアンの姿勢を構成と呼び、批判。

ex,バランスが重要視されるデザインとは区別。

→絵画では限界を感じ、現実の空間におかれた三次元の立体へと移行する。

３　ミニマルアートの定義

○バーバラ・ローズ（1965年、「ＡＢＣアート」）

· ロマンティックな抽象表現主義とは対照的な「非人間性」を意識した新しい感性について言及。

· 作家の個性の消去、機械的な仕上げ　ex,ダン・フレビン

○Ｒ・ウォルハイム（1965年）

· 芸術的内容が最小限（have a minimal art）

· 無差別に均質（undifferentiated）ex,ラインハート

· ある物体を作品として他のものから区別（differentiation）ex,デュシャン

○オックスフォード20世紀の美術の手引き
· 「極端に無差別なままでの均質さを持った作品（highly and differentiated works）」

⇔○グリーンバーグ（1967年）

　・よいデザインにすぎない

　○マイケル・フリードリヒ（1967年、「芸術と客体」）　

· 美術の堕落した形である。ミニマルアートの「演劇性（theatricality）」を指摘。

４　実際にミニマルアートの作品をいろいろと見てみましょう。

５　ミニマルアートの限界

· ミニマルアートの本質「意味の自立性」の限界・・見る人の経験と結びついてしまう

となると、ミニマルアートの本質そのものが崩れなりたたなくなってしまう。その後のミニマルアートを引き継ぐ作家たちは形態から意味を排除することが不可能であることを前提として活動している。

最後に疑問点に変えて、考察

◇概念と作品が限界にきたミニマルアートは７０年代以降、作品の視覚的な部分のみを重要視していく。一方、ミニマルアートの概念的な部分を引き継いだ作品がコンセプチュアル・アートと呼ばれているのではないか？

· Sol Le Witt

「コンセプチュアル・アートにおいては、観念あるいは概念が作品の最も重要な側面だ。作家がアートの概念的なかたちを扱う場合、すべてのプラン作りや決定はあらかじめなし終えており、実行はおざなりの行為にすぎないということだ。観念がアートを作る機械になる。」                      （ソル・ルウィット著　  『アート・フォーラム』1967）

「コンゼプチュアル・アートの場合は見る側、受け手の頭の中をすでにその段階で取り込んでいるというところが、独自かもしれません。」
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